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こ
れ
ま
で
の
ナ
チ
運
動
史
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
方
法
的
に
さ
し
あ
た
り
つ
ぎ
の
視
角
の
一
層
の
深
化
が
必
要
で
あ
る
。
（１）ドイツの他の政党や団体と構造的に比較する。
（２）その際、組織の全国的指導部の承ならず下部の組織体をとおして地域の現場に迫る。
（３）ナチ運動を地域民衆の組織や運動のレヴェルで捉える。
（４）ナチ運動が土台にした民衆の、置かれた時代に対する政治的社会的文化的意識を探り出す。
ナチ党は一九三○年九月一四日の国会選挙の結果、社会民主党につぐ第二党に突如進出した。ドイツにとっても世界に
とっても運命的となった国会選挙のわりには、研究テーマとしてとりあげて承ると、この頃からナチ党は「抗議の包括政
（１）
党
」
だ
と
す
る
チ
ル
ダ
ー
ス
や
、
支
持
層
か
ら
ゑ
て
ナ
チ
党
は
「
国
民
政
党
も
し
く
は
統
合
政
党
の
理
念
型
に
最
も
近
い
」
と
す
る
フ
ァ
ル
タ
（２）
－
な
ど
が
い
る
と
は
い
え
、
以
上
の
視
角
に
充
分
に
応
』
え
て
く
れ
る
研
究
者
は
な
か
な
か
い
な
い
。
七月一八日に国会を解散したのは、ミュラー大連合内閣崩壊のあとをうけて一一一月に成立していたブリューニング内閣で
ある。独裁的ないわゆる大統領内閣であり、中身は社会民主党を排除した「ブルジョワ・ブロック」である。ブロックは
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台
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三○年一一一月の党大会でショルッは中道結集は国家人民党と社会民主党という両極の問に位侭するのだとの認識を示し
た
。
国
家
人
民
党
は
あ
ま
り
に
も
過
去
に
と
ら
わ
れ
共
和
国
に
た
い
す
る
僧
し
ゑ
が
国
家
と
民
族
へ
の
愛
を
上
呵
っ
て
い
る
。
一
方
、
社
会
民
主党は最大の共和主義政党であるにもかかわらず共和国に反対している。この党は心のなかでは赤旗に与したいと考えて
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
共
和
国
は
社
会
主
義
的
で
は
な
い
の
だ
。
と
い
っ
た
党
指
導
部
の
状
況
把
握
に
た
い
し
て
党
の
青
年
組
織
で
あ
る
青
年
人
民
党
全
国
委
員
会
代
表
グ
ラ
ッ
ェ
ル
は
も
う
国
家
人
民
党
で
は
な
く
ナ
チ
党
の
進
出
、
下
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
大
波
、
へ
の
危
機
感
を表明している。ナチ党がさまざまな国民的運動と青年の多くの部分をとらえている。ナチ運動は具体的な国家像を示す
ことなく現体制の不毛な攻撃に終始しているとはいうものの、ドイツ解放というナショナリズムを強烈にアピールしてい
党
の
穏
健
派
ま
で
含
む
ブ
ル
ジ
身（３）
支
援
し
た
こ
と
は
識
ら
れ
て
い
る
。
人民党は、党というよりはドイツの顔であったシュトレーゼマンをすでに喪い、またマーラウンが政党ではない新しい
組織として民族国民全国連盟を結成して党から分かれる形勢にあった。こうした状況で党首ショルッ以下の指導部はブル
ジョワ・ブロックの支柱としてブリューニング内閣に強力な基盤を提供しなければならなかった。社会民主党を排除した
う
え
で
多
数
派
を
い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
。
こ
こ
で
党
指
導
部
は
戦
前
一
九
○
七
年
の
「
ビ
ュ
ロ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
想
起
し
た
。
保
守
派
と
、
由
主
義
派
が
連
合
し
て
社
会
民
主
党
を
打
ち
破
っ
た
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
選
挙
」
を
再
現
す
れ
ば
よ
い
。
い
わ
ば
民
主
党
か
ら
国
家
人
民
党
の
穏
健
派
ま
で
含
む
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
中
道
の
結
集
こ
そ
が
社
会
民
主
党
に
対
抗
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
ル
ー
ル
の
一
群
の
資
本
家
が
ドイツ人民党、ドイツ民主党（ドイツ国家党）、中央党、バイエルン人民党それにドイツ国家人民党からなる。野党勢力
の軸として一方にドイツ社会民主党、ドイツ共産党があり、他方に、ブロック反対にまわったドイツ国家人民党それに国
民社会主義ドイツ労働者党（ナチ党）がいる。この九月選挙で敗北したのはとりわけ与党の人民党、それに野党的姿勢を
あからさまにした国家人民党である。それぞれ前回の一九二八年の国会選挙でえた得票率を半減している。以下、この選
挙
を
軸
に
人
民
党
と
国
家
人
民
党
の
側
か
ら
ナ
チ
党
と
の
接
線
に
少
し
光
を
あ
て
て
承
る
。
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るのでナチ党とは国家理念をめぐって闘わねばならない。そうでないとわれわれの支持者が突き崩される危険があると。
（４）
ザクゼン代表もナチ運動が主同年を多く引きつけ彼らは愛国的祖国的理念に熱狂していると報告している。
七月初めの全国レヴェルの幹部会議では六月におこなわれたザクゼン州議会選挙での敗北が焦点となった。ショルッも
状況は破局的であることを認める。ナチ党の大波はとまらず、人民党の支持者は背きつつある。ザクゼン選挙でのブルジ
ョワ陣営の分裂は左・右の敵に利するの糸だった。選挙結果は党にたいする破局的な警告である、と。これにたいして当
のザクゼン代表ディークマンは打撃どころか壊滅だとする。三つの選挙区で一一一一万票を失った。彼は敗北要因をさまざま
に列挙する。ヤング案受け入れにかわる減税という約束が実行できなかった。選挙はヤング案そのものにたいするイエス
かノーで争われたが、党の支持者である「ブルジョワ的有権者」はヤング案に関するものをすべていとわしく感じ、ドイ
ツ外交の全責任を党に負わせてしまった。さらには党をも活性化するはずであった民族国民全国連盟の失敗がある。連盟
は既成政党とは違う新しい組織だとして役職名まで変えたが新味がまるでなく、党と同じく相変わらず「シュトレーゼマ
ン」を繰り返すだけだった。代表はこの選挙結果はドイツ全士に対して象徴的な意味を持つであろうと締めている。複雑
な敗北原因であるが、ただある発言者は、敗北原因の列挙は必要ない。理由はハツキリしている。党は「ドイツ民族の偉
大
な
全
体
性
と
い
う
生
存
に
係
わ
る
重
大
事
」
を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
大
切
な
の
は
「
庶
民
」
な
の
だ
と
ア
ッ
サ
リ
述
べ
て
い
る。党指導部としてはあくまで国家防衛のブルジョワ中道結集で、保守とかリベラルではなく国家市民的に考える政党の
結集であると強調したものの、すでに民主党と協力すると五割から七割五分の支持者を失うだろうとか、党は。ヘシミズム
でもって選挙戦に突入すべきではないという悲観的な声がもう全国会議ででる状況ではある。
人
民
党
の
ナ
チ
党
評
価
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
席
上
ザ
ク
ゼ
ン
代
表
が
ナ
チ
党
は
支
持
者
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
に
訴
え
て
い
る
が
、
党
そ
の
も
の
は
純
粋
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
者
の
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
っ
て
指
導
部
の
な
か
で
強
力
な
の
が
社
会
主
義
的
も
し
く
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
勢
力
だ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
こ
れ
ま
で
ザ
ク
ゼ
ン
州
議
会
運
営
で
ナ
チ
党
は
人
民
党
と
協
力
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
ナ
チ
党
は
社
会
民
主
党
や
共
産
党
と
組
ん
で
人
民
党
の
推
す
州
知
事
に
反
対
し
た
か
ら
であった。もっともナチ党に投票したブルジョワ的有権者はナチ党がせいぜい黄色組合の役割を果たすことを期待したの
ナチ台頭とドイツ（黒川）
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人民党指導部に対する漢とした不満は党青年組織を蔽っている。すでに三○年初頭に青年人民党全国委員会代表グラッ
ェルは青年の政治的精神的変化を指摘している。彼の表現をそのまま使用して整理すれば三点になる。
（１）旧くなった政治制度に対する批判。いまだ一八四八年の政治結社スタイルを引きずるため、伝統的な既成政党の政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
分
裂
し
、
旧
い
政
党
政
治
的
対
立
が
継
続
し
て
い
る
。
（
２
）
と
こ
ろ
が
現
在
、
国
家
の
指
導
的
権
威
は
失
墜
し
、
国
民
国
家
と
し
て
の
民
族
国
家
は
未
完
成
で
あ
る
た
め
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
で
は
明
確
な
責
任
意
識
を
も
っ
た
指
導
者
を
戴
く
権
威
的
な
岡
家
政
党
を
と
い
う
要
求
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。
（
３
）
こ
の
た
め
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
中
核
と
し
た
結
集
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
に
は
社
会
構
造
を
改
革
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
有
産
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
な
く
、
誇
り
あ
る
共
同
労
働
に
も
と
づ
い
た
す
べ
て
の
身
分
の
結
集
で
あ
る
。
党
活
動
に
即
し
て
い
（６）
』えば党官僚では若手の登用ということになる。
こ
う
し
た
時
代
感
覚
か
ら
す
る
と
中
道
は
社
会
民
主
党
と
国
家
人
民
党
で
は
な
く
社
会
民
主
党
と
ナ
チ
党
の
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
民
主
党
は
階
級
的
大
衆
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ま
き
散
ら
し
続
け
て
い
る
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
は
も
う
国
会
議
員
団
の
腰
巾
着
と
な
っ
て
お
り
、
党活動は下から活性化されねばならない。注目されるのがナチ党である。この党のナショナリズムは規律と責任意識に欠
け
る
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
理
念
は
今
日
の
政
治
戦
線
の
結
集
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
旧
い
教
条
主
義
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
克
服
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
「
国
民
と
国
家
の
生
存
」
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
民
的
諸
力
を
帝
国
と
国
家
の
改
造
と
い
う
政治的目的に動員して、キリスト教的自意識のあるドイツ文化にもとづく社会的経済的新秩序とすべての経済的諾身分に
（７）
よ
る
名
誉
に
満
ち
た
労
働
共
同
体
を
形
成
し
、
こ
れ
を
埜
盤
に
し
て
大
ド
イ
ツ
帝
国
を
樹
立
す
る
。
と
こ
う
な
る
と
、
こ
う
し
た
政
治
的
社
会
的
な
時
代
意
識
は
ナ
チ
党
の
そ
れ
と
対
立
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
著
し
い
親
近
性
Ｉ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
溶
融
状
態
ｌ
を
顕
に
し
つ
つ
競
合
関
係
に
あ
る
と
承
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（５）
だという。
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さて国家人民党は二九年にナチ党と反ヤング案闘争で共闘した。協力関係は基本的には選挙戦でも保たれることにな
る。二九年二月の党大会にむけてドイツ国家労働者同盟は全国の下部組織に対して緊急課題として労働者大衆の獲得を
指示している。労働者大衆のなかにこそ国家人民党を権力の座につける人的予備軍があるのだから、党大会に必ず労働者
（８）
代表を送るようにと。大今云で党首フーゲンベルクはヤング案によってドイツにおける外国資本支配が完成し、ドイツは武
装解除ざれ経済は破壊さ』肱。ブルジョワ・ブロックへの参加はドイツ国民に対する裏切りであり、民族共同体と国民文
化の終焉であるとぶちあげた。ナチ党ばりの大会である。反ヤング案闘争でナチ党と共闘したのはマルクス主義に引き寄
せられた労働者をナショナリズムへ引き戻すというドイツ保守勢力の積年の課題を果たさんがためであり、すでに一九一一
○年、誕生して主もないナチ党に国家人民党は注目したこともあったのである。フーゲンベルクの強硬路線に対してトレ
ヴィラヌスが人民保守連盟を、ヴェスタルプが保守人民党を結成するなど穏健グループが党から離れという分裂事情をか
かえたまま党は選挙に臨むことになる。
国
家
人
民
党
に
お
い
て
も
さ
き
の
人
民
党
の
場
合
と
同
じ
く
、
ナ
チ
党
は
社
会
主
義
政
党
だ
と
論
評
す
る
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
は
ナ
チ
運
動
に
は
二
つ
の
柱
が
あ
る
と
い
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
党
が
阻
止
し
統
制
す
る
と
いう。たしかにナチ運動は最大の政治的目標としてドイツ民族の解放を掲げておりこれによって旧右翼政党から多くの支
持
者
を
え
た
。
し
か
し
ナ
チ
運
動
は
地
方
議
会
や
地
方
自
治
体
で
社
会
主
義
政
党
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
多
ふ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
（、）
右翼陣営では政治的混乱が生じているのだと。ざっとこういった調子である。国家人民党にしる人民党にしる党指導部と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
解
放
の
た
め
に
は
保
守
勢
力
と
い
え
ど
も
容
赦
は
し
な
い
と
い
う
ナ
チ
党
の
国
民
革
命
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
が
、
た
え
ず
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ナチ台頭とドイツ（黒川）
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（６）キリスト教の蕪礎と自由の精神が重要である。
ホ
フ
マ
ン
教
授
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
国
民
統
合
の
面
で
は
未
完
の
国
家
を
完
全
な
も
の
と
す
る
の
承
な
ら
ず
そ
れ
は
人
種
的
な
民
族
国家であらねばならないということである。ただキリスト教と自由の精神を持ち出すからにはこの教授はナチ党員ではな
いかもしれないが、国家は人種的な民族国家であらねばならないという点でナチ党と近接している。鉄兜団管区指導者〈
マ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
将
軍
は
い
う
。
社
会
民
主
党
は
労
働
者
を
国
際
資
本
主
義
に
売
り
渡
し
て
い
る
。
資
本
主
義
は
た
だ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
の
糸
敵を見いだしているのだ。外国資本の糸ならずユダヤ人の手中にある資本主義が問題だ。「真の敵は右翼にあるのだ。」社
会民主党はドイツのボルシェヴィキ化から破滅への道をいく。中道政党は子供のように独り善がりにシュトレーゼマンの
国
家
人
民
党
の
付
属
組
織
と
い
う
よ
り
は
独
立
し
た
準
軍
事
団
体
で
あ
る
鉄
兜
団
の
一
一
一
○
年
二
月
の
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
で
の
管
区
研
修
大
会
を
ゑ
て
承
よ
う
。
州
指
導
者
へ
ニ
ッ
ヒ
は
い
う
。
体
制
は
根
本
的
に
改
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
革
命
で
あ
っ
て
、
流
血
を
伴
わ
な
い
が
単
な
る
改
良
で
な
い
根
本
か
ら
の
変
化
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
や
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
指
導
者
も
い
る
が
鉄
兜
団
長
ゼ
ル
テ
こ
そ
最
大
の
指
導
者
で
あ
る
と
。
こ
こ
で
は
平
然
と
革
命
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ホ
フ
マ
ン
教
授
な
る
者
が
文
化
政
治
に
関
し
て
講
演
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
ナ
チ
ば
り
で
あ
る
。
要
点
は
以
下
の
ご
と
し
。
（
１
）
帝
国
は
崩
壊
し
た
の
は
ド
イ
ツ
が
い
ま
だ
一
つ
の
民
族
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
い
帝
国
は
あ
ま
り
に
も
早
く
世
界
政
策
に
入
り
／~、／￣、／￣、〆￣、
る５４３２
。…=／、-ノ、＝／、_／
（１）帝国は崩壊，
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
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現在も二つの世界、一一つの旗、二つの色、がある。
愛
は
暴
力
の
強
制
で
は
え
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
新
し
い
身
分
と
し
て
の
工
業
労
働
者
を
民
族
共
同
体
に
組
糸
込
む
事
が
必
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
族
の
内
面
的
心
的
精
神
的
統
一
の
た
め
鉄
兜
団
の
文
化
意
志
が
必
要
で
あ
る
。
帝
国
を
民
族
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
で
も
な
く
一
つ
の
民
族
で
も
な
く
ド
イ
ツ
民
族
で
あ
っ
て
、
人
種
的
特
性
が
重
要
で
あ
〆自、
五
、_ノ
一〈
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選
挙
戦
を
鮫
も
早
く
開
始
し
て
い
た
の
は
ナ
チ
党
だ
と
い
わ
れ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
は
や
く
も
四
月
の
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
の
全
国
指
導
者
会
議
で
、
選
挙
の
基
本
方
針
と
し
て
現
体
制
の
拒
否
、
ド
イ
ツ
の
奴
隷
化
に
た
い
す
る
最
大
の
攻
撃
を
掲
げ
、
党
の
運
命
は
ド
イ
ツ
の
運
命
で
あ
る。すなわちドイツが国際的に解放され、ドイツがマルクス主義とユダヤ人から純化されてはじめて党の使命は達成され
ると轍を飛ばした。七月の全国指導者会議でヒトラーはこの選挙の結果、まずブルジョワ政党が党の軍門に下りこの後マ
（、）
ルクス主義への突撃が始まると予一一一戸した。
人民党はブルジョワ結集を訴えるとともにナチ党を攻撃している。ナチ党は社会主義政党と協力するので国民運動では
（週）
ない、ドイツの社今云化を狙っているのに民衆の国民的感情を利用している、独裁と指導者原理の党といった調子である。
フーゲンベルクは八月一四日から九月一三日まで全国遊説旅行をしている。まずベルリンで「わたしの右翼を強めざせ
給
え
」
と
い
う
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
発
し
た
。
デ
ト
モ
ル
ト
で
農
業
救
済
策
（
反
カ
ル
テ
ル
、
反
労
組
、
反
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
、
信
用
回
復
、
輸
入に対する独自の関税と輸入禁止）を明らかにし、ヴッ。〈－タールで重点二一項目（反マルクス主義政党、反中央党、反
ブリューニング、目的意識の明確な右翼運動など）を提示し「わたしの右翼を強めざせ給え」でまとめる。ミュンヒェン
では社会民主党と協力して「文化ボルシェヴイズム」を導入した中央党を攻撃し、バイエルン人民党との協力アピールを
発する。九月四日にストユットガルトではじめて選挙結果を予測する。ナチ党と合わせて一五○議席が見込まれるという
のである。ブレスラウをへてポツダムでヒトラーの経済綱領には疑念はあるが新国会ではヒトラーと協力する。合わせて
一五○議席は獲得すると確言する。同時に帝制復帰を明らかにする。ケーーーッヒスベルクでは現実的で明確な右翼つまり
国家人民党の強化を訴え、最後の遊説先へルフォルトでは中道政治家の排除、ブルジョワ政党と社会民主党の排除、右翼
遺産にしが糸ついており、権力地位維持のため国民的政党と一線を画そうとしている。国内的にはヴァイマル憲法でなく
（ｕ）
民族辻〈同体を、対外的には植民地獲得闘争である。この研修会での講師の時代感覚はもうナチ党そのものである。人民党
の
青
年
組
織
と
い
い
、
鉄
兜
団
と
い
い
こ
こ
で
は
も
う
ナ
チ
党
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
溶
融
状
況
が
底
流
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ナチ台頭とドイツ（黒川） （一〈）
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と
こ
ろ
で
全
国
各
地
の
自
治
体
や
警
察
は
保
守
党
の
犠
牲
の
う
え
に
ナ
チ
党
が
大
幅
に
票
を
伸
ば
す
だ
ろ
う
と
予
測
す
る
。
フ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク
は
ナ
チ
党
と
合
わ
せ
て
一
五
○
議
席
獲
得
を
予
言
し
た
わ
け
だ
が
友
党
に
食
わ
れ
る
こ
と
は
覚
悟
の
う
え
で
あ
っ
た
ろ
う
。
投
票
日
ま
え
に
党周辺では危倶というよりももう諦め気分が漂っている。ドイツ国家労働者同盟は、ヒトラーは社会民主党や共産党の労
働者を獲得しようとするがうまくいかない。残念ながらかつての国家人民党支持者の大きな部分がヒトラーに投票する。
（焔）
理由は国会議員団の腰抜け的態度に怒ったからだと予想している。また党から分離した人民保守連盟も予測される結果を
前提として次のような原因分析をしている。旧スタイルの政党ばつのろ不安をもってナチ党の増大とりわけ若い世代に対
する吸引力を見守っている。ヒトラーとトレヴィラヌスが一緒に論ぜられるのは理由のないことではない。ドイツの活力
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か左翼か、救済か破滅か、と締めくくっている。「右翼の結集」を掲げたこの全国遊説でフーゲンベルクは徹頭徹尾ブル
ジョワ・ブロック、社会民主党とマルクス主義を攻撃している。選挙戦でナチ党が攻撃しなかった唯一の政党は国家人民
党であったといってよいのだが、合わせて一五○議席という予測は精確であった。この予測発表は同時にナチ党との反党
関係を天下に識らしめたものであった。とはいえ遊説開始時点で彼は「新しい右翼」とともに「新しい帝国」つまり第三
帝国を望むのだと論評された。ところが帝制復帰を明らかにしたものだからこん度は党は前進ではなくふたたび第一次世
界大戦の破局的な日々に戻ろうとしている、有権者はいまこそフーゲンベルクの往く道を知ったのだと椰楡されている。
世上ゑたところ国家人民党とナチ党の大きなギャップであった。
人民党の場合でも問題となったというよりこの選挙ですべての政党がアピールした青年層に対して国家人民党はこのよ
うに呼びかけた。一九一八年以降のマルクス主義的経済政策による貢ぎ物（賠償）はもはや実行不可能である。国民的再
生は偉大な過去との結びつきを断ち切るものではない。かっての偉大さを導いた力を考えるべきである。中道政党は最悪
の事態を回避できないし、彼らの闘争意志欠如のためマルクス主義が支配的になったのだ。真の保守勢力はわれわれの側
に
あ
る
。
た
だ
私
有
財
産
の
不
可
侵
性
を
国
家
の
基
盤
と
す
る
国
民
革
命
的
攻
撃
精
神
の
糸
が
マ
ル
ク
ス
主
義
革
命
の
高
ま
る
大
波
を
押
し
止
（通）
めることができるのだと。こうした一同年にたいするアピールでは過去の伝統よりもナチばりの国民革命が尊重されている
ので永）ろ。
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が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
両
者
と
も
メ
ー
ラ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン
・
プ
ル
ッ
ク
か
ら
発
し
て
反
自
由
主
義
・
反
マ
ク
ル
ス
主
義
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
運
動
は
革
命
的
保
守
的
運
動
の
一
部
で
と
り
わ
け
労
働
者
の
国
民
化
を
め
ざ
す
。
一
九
一
八
年
に
塑
壕
か
ら
飛
び
出
し
た
者
に
は
戦
前
の
理
想
や
世
界
観
は
意
味
を
失
っ
て
い
る
。
旧
世
代
に
は
権
威
も
規
範
も
な
い
の
だ
。
旧
世
代
か
ら
の
分
離
は
イ
ン
フ
レ
と
社
会
的
変
動
に
よ
っ
て
加速された。若い世代は貧しく長い間厳しい生存条件のもとにある。ブルジョワ政党の旧肚代はこれを学んでいないが、
そ
れ
で
も
自
ら
近
代
化
を
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
。
若
い
世
代
に
対
す
る
歩
永
寄
り
で
は
な
く
精
神
的
変
化
だ
け
だ
か
ら
だ
。
ナ
チ
党
は
旧
いものと決定的に決別している。若者は新しい型の世界を求める。ナチ党のプログラムとイデオロギーの基本は共同体で
こ
れ
は
前
線
体
験
の
エ
ー
ト
ス
で
あ
り
す
べ
て
の
労
働
者
の
希
望
で
も
あ
る
。
「
利
益
亡
者
の
集
団
」
の
時
代
が
過
ぎ
去
っ
た
な
ら
ば
未
来
は
ふたたび国家政治のものである。ナチ党への殺到はこの証拠である。七割から八割がプロレタリア的生存条件の下にある
（Ⅳ）
ような民族は国家政治に押しやられるのであって、国家政治とカオスの問には第三の可能性はないのであると。この分析
は自らの保守革命論に引きつけすぎてはいるがナチ党の勝利の基になる既成の中道・保守的政治指導に対する青年の不満
と
、
ナ
チ
党
の
も
つ
「
新
し
い
」
部
分
を
明
快
に
脈
分
け
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
選
挙
戦
の
実
態
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
ポ
イ
ン
ト
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。
（１）ナチ党と鉄兜団が中道政党の集会を組織的に暴力的に破壊した。
（２）出版印刷物ではナチ党をはじめすべての政党は共産党よりも共和国の責任政党としての社会民主党を攻撃してい
る
。
し
か
し
選
挙
戦
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
の
は
ナ
チ
党
と
社
会
民
主
党
も
し
く
は
共
産
党
、
と
り
わ
け
共
産
党
と
の
乱
闘
騒
ぎ
と
い
う
よ
りは死闘である。共産党は四月から七月までの間にナチ党との衝突で一一五名の死傷者をだし、うち死者一二名としてい
る。社会民主党‐この選挙での死傷者を一一五一名とし、ナチ党は三○年の死者一六名とする。
（
３
）
出
版
印
刷
物
で
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が
ナ
チ
党
の
反
ユ
ダ
ヤ
宣
伝
は
き
わ
め
て
激
し
か
っ
た
。
選挙結果に直面して、人民党の青年組織は過去のブルジョワ思想を現代的な人民的なブルジョワ思想にせねばならぬと
ナチ台頭とドイツ（黒川）
／■、
七
、_ノ
九
Hosei University Repository
本
論
は
一
九
九
○
年
度
法
政
史
学
会
秋
季
大
会
で
の
講
演
を
基
に
し
て
い
る
。
機
会
を
与
え
ら
れ
た
大
会
関
係
者
に
、
と
り
わ
け
倉
持
俊
一
教
授
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
（
軽
井
沢
に
て
、
一
九
九
一
年
一
月
一
三
日
記
）
（肥）
自己批判する。ところが国家人民党の側からは、ナチ党の社会主義にたいする危倶はどこへやら、勝利宣一一一一口とｊもいえるよ
うな景気のよい論評がはやぱやと出てくる。ドイツは革命の前夜にある。この革命は民族と国家のための結集勢力の開放
である。偉大な政治家は絶えず革命家であった。きたるべき革命はフーゲンベルク・ヒトラー内閣である、といった調子
（血）
である。党指導部は、ドイツ民族の多数がついに祖国的陣営を認識した、とりわけ奎目年が国民的政党に投票して十年来の
外
交
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
な
お
ま
だ
最
高
点
に
達
し
て
い
な
い
国
民
的
大
波
は
民
族
と
経
済
を
破
滅
さ
せ
る
マ
ル
ク
ス
主
（別）
義に決定的な拒絶を示した、と伝陰えている。ちな承に共産党はこの選挙は旧ブルジョワ政党の破滅的敗北によるナチ党と
ブルジョワジーの間の勢力移動であるが、反ファシズム闘争としては失敗した。つまりブルジョワ政党に失望し怒り離れ
（Ⅲ）
る
．
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
大
衆
（
職
員
、
官
吏
、
小
営
業
主
、
小
農
）
が
ナ
チ
党
に
殺
到
す
る
の
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
この選挙戦を暫定的に総括すると最左翼の共産党は「インターナショナルなプロレタリア革命・共庫主義かファシズム
か」を掲げた。共和国の責任政党として共産党よりも他政党のターゲットとなった社会民主党は「左翼の結集・共和国の
社
会
的
成
果
」
を
打
ち
だ
す
が
、
こ
れ
は
人
民
党
の
一
‐
中
道
の
結
集
」
や
国
家
人
民
党
の
「
右
翼
の
結
集
」
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
かし人民党や国家人民党の足元で下から、「中道」や「右翼」に飽き足らない底流、「ドイツ」に収歓するイデオロギー的溶
融
状
態
と
で
Ｊ
も
い
う
べ
き
も
の
、
が
泡
音
を
た
て
は
じ
め
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
破
局
的
敗
北
を
被
っ
た
と
自
覚
し
た
民
主
党
が
選
挙
の
焦
点
は
（皿）
「国旗問題」と「反ユダヤ問題」であったと総括したように、ナチ党が前面に押し山山したのは国旗の色に象徴される「ド
イ
ツ
の
未
来
」
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
で
あ
っ
た
。
パ
ー
デ
ン
の
警
察
は
、
ナ
チ
党
は
議
会
制
の
危
機
、
不
安
定
な
国
家
生
活
、
増
税
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
基
本
的
な
日
常
問
題
を
意
識
的
に
退
け
、
困
難
を
「
理
念
」
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
、
だ
か
ら
他
政
党
は
防
衛
に
苦
し
ん
だ
の
だ
（羽）
と記録している。政治的構図においてふればこの底流に乗ったナチ党は士｛ごうことなく「新しい右翼・ファシズム」の位
置を占めるが故に、国家人民党との協力は翌年のハルッブルク戦線をへて、一一一三年のヒトラー内閣成立にいたるのである。
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註（本稿では註記は最小限に止めてある。）
■
一
一
（１）弓戸ｏ三：【の》二、三月》「ミミ。このの○・三写震量蔓・蔦旦甸・量的ミミの⑮ミロミ』や』や‐］や二○冨己の］国】ＥＦ・己・ロ
（６）参照、用の一・房、の日①日印・富津］目、の円く・』丙のロ閂三』の【．、の二口の【【【の」の。●ミミミミ告咀§ぐ・日巴・］。ご函○“団【》宝切目へ『一
℃。』拝】の。ｐⅡ、９己のＲ穴のＯｐＰｍ匡一○ずのＲｎの再ｐｐｍの＆①ロ、（三円．＠「ぐ．四○・⑭．］①②○ｍ田尻・丙一ｍ目へ①．
（７）宛の】Ｏｐｍｍの日①旨の◎ずＰ＃］巨□ぬの〔ご◎房のロロ耳の】」の円・冗忌菖旦胃岑忌暮⑮苫ぐ。日切・シロロ」］①四つ如団【》宛一切国へ①。
（８）□の貝のｏ宮口Ｐ丘○ロロ』のＨシＨすの一斤のＨす巨口。》国の邑日）Ｑのロ、．ｚ○ぐ①日ワ円］①画や⑪因【》Ｚ旧国巨、の□すの【ぬ》ｚＲ・の①．
（９）党大会での演説草稿（因【》ＺＰ国漏の弓の頃二・ｍ①）》ロミ日長二・画、Ｃぐ・髭・ｚＣぐのロ］すのＲご患・
（、）旨きご冒言冒言（ここ・言容冒言亘『「ミ（の二・弓「ぐ．Ｈ・ｍ・乞雪筥口の二目ご【■①信①の○三・胃の三目：のＰシ【・宣く四四ｍへ
（２）］・三・甸囚戸のＲや二二回ＨＰ日日のＱの貝の○ロのロシＳの芹①【ョ叫苣Ｒのｐｇｑの、言ロユは①ロ閃Ｑ○ケののどい巨西】匡のＨｍＢｐｑ①Ｐ旨函⑦⑮：言のミ⑮
量冨＆⑦周旦｛：吝自、＆房（］①の『）】、］『－画②］。
（３）例えば参照、Ｆ・向．】・口のの．⑦ミミ§旧誉ミミ言§＆ミロ言・言（・蔑・、誉『「●、ミミ辱墨ご助§萱》三ｍ‐三四・
Ｃほぃ己の』国匡へ門ｏｐ９Ｃｐごｍ、》⑭①①【【．
（４）の（§○ぬ首、三②ｓの』「（⑮ａｓ②ミヨ。＆⑮『「ｓｓ国菖ミ震琶困⑮菖亘図四・ｍ目ミミご由⑮②ａｓ□⑯員助ら言言「二言、ミ（ミミ●三国菖菖言（冒・
の。曽菖ロ冒菖＆》＆の冨』』・』『口「Ｎ］や』二国色目ロの田ＨＣ宣く【○ウ』①ロ園（団【）》宛一ｍ目へ筐。
（５）以上、、、貝・ざ｝（二ｓｓ⑮の（汀§囚＆図冗亀＆吻旦目＆量目図＆ミロ⑮員吻＆§「三奇Ｃｓ（ミロミＤＣミミ⑫冒困》＆§四・
「ミ（』やき⑭因【》閃余目へ缶》、貢、忌冨困号②由、ミ、具己弓②日電号②ａｓ□の員切＆§「ニラ、ロミａロミ、『ｓ冒咀》＆§一・、ミ（這い○ｍ
ｍ【》宛吟昌ロト①。
ナチ台頭とドイツ（黒川）
（囮）例えば参照、ロミ向ごミミニ・国（量（ＱａｓＤのミ吻忌§「・津ごミミ・巨且ののぐのＨ宮己国口曰宮品二。浅く・］・の①宮の】弓円
］の四○》の日日の回目宣く国四日ワ巨吋甲勺旨ご戸口日日図画、←。
「吟。
房①⑭○叩のワユ回。
弓営・
骨①、②。
】「詩ａｓ的＆鼠、（ご○言只ｓｍミミ量菖へ題目咀謹苫困旦図○ｓ愚②函（亘困言（ミミ冨邑・へ邑・、＆、量ロ、ござ韓田尻》丙「、へ←・
伊ロ囚⑮盲己ら香＆三門・皀》９①ロ四四・三日］①四○＄の日日のＰＲＣ宣く三口ロ○ヶ①ごＦ困鈩ご①つ届一伊Ｓｍ⑮冒己（香『ｚ氏．①、》Ｑ①ロ］・の①宮の日ワ①円
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（昭）Ｆ■ぬのすの『】Ｃ江尻⑭ユの【■ずのぐ・］＠・の。■①四○”国のロヰロ］の⑩の日日のｐＨＣ三ぐ勺○斤＆色目）幻の】◎ずの日〕己の庁の『旨ロ〕。①の宮口の『Ｐｚ『・国のつ①、》
国」・国の吟
（印）。愚辻、（言冨困①苫＆⑱、Ｃｎミい＆菖貝ご菖具⑮ョ「○二匂、ロミミぐ・ざ・○再○ワのＨ］①９，国【》Ｚ門田色、の□すの『ぬ．ｚ『・］四○・
（Ⅲ）』畠＆§三『迂巴ミョ妃や§号の旧ロョ号吻‐【、ヘミ冒具ご＆汀ミミミ目（【』）国ミ一言ｚ【．、］ぐ・］・臣・】①舌函の白日のＰ『Ｏ三ぐで○庁の□：】・
の。ごｇの『回再のロ・用の巴のＨｐｐｍＮ巨勺○斤己ロョ・閂へ勺。］ｚ『・口］四℃。
（理）、、貝○ざ（（騨守ミョ、の》厨量苫困＆図「Ｓ且ロヨＱ２＆§、⑮貴のＳ⑮苫ＣＱ§評、貝冴ｓｎ冨団『ミミミョ』「・の、茸⑮冒守⑮、ござ如国【雪
（Ⅲ）以上は、全国遊説の記録（因【》三Ｆ国■ぬの弓の品》ｚ『・］ｍＰＺ『・田四）による。
（巧）シロ＆のＱの具の○すの』ロ胴のご』》因のユ】ＰＱのロ。①。シロ囚巨の【］①いつ如国【・ＺＦ国巨頤の□ずの侭》ｚ『・］の①。
（昭）Ｃｎミ②ｓｎ匹３図（§且『ミミ⑮・国①日Ｐｍｍの、①すのロぐｏｐＱのロ〕Ｃの貝の９口昌一。ごロ］のロ少忌の】庁の３口ロ□．三口ＥⅡの○口△の３口の、回すの・
の①宮のヨワの『］畠◎眼の厨目の凹円○臼ぐ国Ｐロ］ウロ『ぬご勺旨ロ六口日日のＨ四国』・
（Ⅳ）「ミ汀言冨図ご貝（烏の（《ミミミ・「「負ミ瓜＆冒苫ｍａｓ□、冒目寄菖貝一○曽具⑮菖「＆営己＆ミミ・Ｚ『・壁ぐ・］◎・の①耳の日ウ円］①ぢゅのす□回・
（肥）用の】○すの、の日の》口の○ず回洋］ロ□ぬのＨぐ○房⑰ｂ四［芹の》］①Ｈ・冗忌昌只②ｓ§ご口菖○用へいく．］四・］○・岳四○皿因【》閃余目へ①。
（田）冒舌、ミミ（§＆ミニ己・冨容（雲・ミヨ●ミ｝⑩二円．］、①ぐ・胃」○・乞い○ｍ目ロの片言庁【胃国の荷のの・亘Ｏ言の三目９のロ》シ【Ｃ宣く
法
政
史
学
第
四
十
三
号
幻』、自閂一画い
、四ｍｍへ『一・
一一一
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